



































































































































































































































































































































































山 彦 九 郎『筑 紫 日 記』（1792
年、訪薩）、⑤肥後某藩士『薩
遊紀行』（1801 年、訪薩）、⑥
























































































































































（5） なおそれより前の 1795（寛政 7）年に江戸で国学を学んでいた藩士の白尾国柱が『麑藩名勝考』と題した地













（7） 百図・百図考の請求記号はそれぞれ「島津家文書 -76-10」・「島津家文書 -72-23」である。
（8） 法量は、第 1 巻 38.5×2602.1 cm、第 2 巻 38.5×2960.3 cm、第 3 巻 38.5×3637.4 cm、第 4 巻 38.5×2842.6 cm、
















（16）①［橘 1974］、②・⑥［宮本ほか 1969］、③［日本随筆大成編輯部編 1995］、④［荻原ほか 1954］、⑤沖縄県
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